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〈研究 目的 〉

伊沢エイ(1885～1965)は 明治43年(1910)姉

藤村 トヨの経営す る東京女子体操音楽学校を卒業

し, そのまま坪井玄道の助手として同校に残 る。

以来, 半世紀日本の女子の体育ひとす じに生 き, 

その歴史を築 き上げた一人であった。学校体育の, 

ことにダンスの分野においては, ドイツ留学の成

果を生かし自然運動を基盤 とする260余 の体育ダ
ンス, 唱歌遊戯を創作 し指導 している。本研究は

伊沢エイのダンス理念をさぐり, その動 きの実際

を知ることによって伊沢のダンス観をみようとす

るものである。

〈研究方 法 〉

伊沢の著書, 日記及 び関係資料や文献などを手

がかりに留学時代から没年までの伊沢の足跡をた

どり, 学校体育における活動, 業績を知 る。 また, 

ダンス作晶については著書 「体育ダンス」 「新学

校ダンス」に取 り上げられている全作品について, 

その作品内容を運動の観点よ り分析し, それぞれ

に現われ る動 きの実際を把握する。そのほか, 伊

沢のいう自然運動や基本運動について, 著書 「学

校ダンス」 「師範大学講座第9巻 体育舞踊」及 び

「学校体育指導要綱ダンス編」などから読みとる。

以上, 総合的な結果よ り伊沢のダンス観を考察し

てみる。

〈結果及び 考察 〉

ドイツ留学時代

大正11年(1922)坪 井玄道亡 きあと, 伊沢は引

き続き一人で指導に携わるが, 学校ダンスの在 り

方やその理想 とする方向をもどめ, 昭和3年(19

28)11月 ドイツへ と出発す る。すでに姉 トヨは同

年5月 に渡独 してお り, ベル リンでは姉妹揃って

の研修 となる。

伊沢の ドイツでの研修は, まずメリーウィグマ

ン舞踊学校の夜学 コースで初歩的な基本の動 きを

研修 し, 週末にヴィマン学校よ り講師を招き宿舎

にて個人教授をうけている。 また, ボーデの体操

実施コースを受講す ると共にこれも講師を依頼 し, 

ボーデの表現体操について解説書による個人指導

を受けている。その他ローエラン ト学校, メンゼ

ンデ ィーク, カールマイエルなどの体育学校で実

技コースを受けている。また, イギ リス, フラン

スに も足をのばし体育事情を視察 している。当時

の ドイツは ドイツギムナスティク連盟設立直後に

当 り, ボーデ, ラバン, ローエラン ト, カールマ

イエル, メンゼンディーク, ギン トラーなどが結

集 しその統一精神の もと, 活動を開始 していた。

そのただ中で姉 トヨはそれ までの普通体操の研究

に一層の自信を持 ち, 伊沢は自然運動に共鳴し連

日精力的に日程をこなしていた。中で もボーデと

ヴ ィグマンについては全力を傾注 してその理論 と

実際を学び取 ろうとしていた様子が伊沢の日記に

詳 しく綴 られている。後に, ボーデの表現体操は, 

伊沢のダンス理念の基 ともな り, 伊沢の基本運動

にはボーデの基本運動のシステムが多 く取 り入れ

られていくこととなる。一方メ リーヴィグマンに

も心酔 し, 当時の日記にヴィグマンの舞踊公演の

感想を 「観衆にこびる点はひとつもなく, ひたす

ら芸術に生 きて神のような心境であられると推察

できた。」と記 しまた 「このように美 しい表現がで

きるためには身体の訓練, 即 ち基本運動が重要な.

のである。」と加えている。そのほか伊沢の 日記か

ら読み取れることは, 自然運動の重要性を痛感 し

その習得に励んだこと, また各学校の殆ん どが女

性教師であることに驚 くと同時に日本の実状をか

んがみ, 改めて女子の指導者としての強い使命感

をいだいてゆく過程などが読み取れる。

帰国後の活動

昭和4年(1929)3月 帰国した伊沢は, まず自

然運動の普及を念頭に体操音楽学校の授業をはじ

め各地での講習会にまた出版活動にと精力的に動

きはじめる。 しかし硬直的な一斉体操が行なわれ

ていた当時は, この自然運動が奇異に感じられた

らしくフニャフニャ体操, フラフラ体操とことご

とく拒否され, なかなか受け入れられなかった。

しかし解緊運動のむつか しさや, それを体得 し律

動的に動 くことの心地良さが次第に理解されはじ

めるにつけ, また大谷武一 らの助言 もあって徐々

に見直 され実施 されるようになっていった。自然

運動の普及 を目的 に帰国直後出版された作晶集

「体育ダンス」(昭 和6年 目黒書店)は 唱歌遊戯6

作品を含む全38作品から成 り, 作品を通 して自然

運動の紹介とその基本指導を解説している。この

「体育ダンス」に掲載されている全作品 について

動きの内容を基本運動の観点から分類 し, それぞ

れの作品の構成要素をみてみた。(表1参 照)こ

こでみ られ る傾向 としては, まず振動運動が多 く

どの作品に も組み込まれていること。緊張運動が

極端に少ないことがあげられる。ここで行われて

いる振動運動 とは解緊運動 も場合によっては弾性

運動 とも絡みなが ら一連の動 きとして行われてお

り, 伊沢は自然運動の体得にはこの振動運動の習

得が第一義であるとし, 作品の中で強調してい る

もの と考 えられる。 また緊張運動が極端 に少ない
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ことに関 しては, 

硬直的な運動が

多かった当時の

事情 を考 え, 意

識的に少な くし

た ものと推察さ

れ る。伊沢自身

もドイツでは解

緊運動の体得に

苦 労 し 日記 に

「私の背中が こ

れ程堅いとは思

わなかった。」と吐

露してお り, カ
ールマイエルの

授業では上半身

裸になって特訓

したことが書か

れている。これ

らを考え合わせ

ると当時はまず, 

振動運動や解緊

運動の練習によ

って柔軟性を養

い身体の可動範

囲を広げると共

になめらかな身

体運動の教授に

主眼をおいてい

た ものと思われ

る。同じような

意図で昭和10年

「体育ダンスと

唱歌遊戯」(目

黒書店)を 出版
齢している。ここ

には68作品が掲

載 されている。

そして昭和11年

には師範大学講

座第9巻 「体育

舞踊」(宮 辺書店)を 出版し, 体育舞踊の重要性

と意義, またその基本訓練について解説 している。

この中で伊沢は体育舞踊の位置づけについて次の

ように述べている。 「体育ダンス教材において芸

術的価値を論ず る人 もありますが現在においては

却って本来を誤 るうれいなきにあらず, 芸術的理

想を実現せんとすれば先づその要素たる音楽の充

分な理解 と洗練 された身体の動き, 自由自在な表

現方法 を体得 された人にして初めてなし得 るので

あります。(中 略)体 育舞踊をもってその理想 を

実現す ることは容易なことではあ りません。要す

るに体育舞踊はその使命た る本来の目的を失ふこ

となく, 基礎の確立と心身の鍛練によって芸術的

趣味を養ひ, 舞踊の理解 と鑑識を養成し正しく軌

道に立脚 して目的を誤 らぬようつ とめなければな

りません。」(注1)と, 飽 くまで体育の目的に根ざし, 

体育的効果が上げられねばならないと強調 してい

る心周囲からはしばしば, 体操 とダンスの混同で

あるという指摘や非難さえも受けたが, この観点

は終始変わることな く伊沢のダンス観の根底に流

れ, 体育人 としての姿勢 を保 ら主張しつづけてい

た。

昭和20年 代に入ってか ら伊沢は学校体育指導要

綱調査委員を文部省より嘱託 され昭和22年 「学校

体育指導要綱解説(6)ダンス編」(目 黒書店)を ま

とめている。ここでは主に自然運動の理念 と意義, 

効果について述べている。伊沢のいう自然運動 と

は, ドイツのそれをそのままではな く体型や習慣

の異なる我国の女子にふさわしく研究改良した も

のであり, 科学的見地か ら身体の自然な動 きを研

究 した基礎運動であるとし, この自然運動による

身体訓練の重要性を説いている。また, 表現や創

作にもふれ順次段階を追って示され るべ きである

と奨励をしてはいるが, そのためには自由自在に

活動なし得 る基礎をつ くる事が重要であり, 身体

の自由性を身につけてこそ表現の自由が生まれる

とここでも体育舞踊 と同 じく基礎的な身体運動の

充実を唱えている。これ らの理念を具体的な指導

書としてまとめたものが 「学校ダンス(昭 和25

年金子書房)で ある。ここでは主に基本運動につ

いて述べられてお り, 発達段階に応じて指導対象

を細分化し, それぞれに合った内容や実践の方法

が示されている。例えば小学校低中学年では, 「基

本運動」とはせず 「○○遊び」として遊びの中で

基礎的な運動を体験させてい る。体幹の動 きがみ

られるめは小学校高学年か らで, 中学高校では自

然運動による基本練習が順次解説されその指導方

法例が示されている。主な基本運動の練習として

1緊 張 と解緊の練習, 2重 心移動の練習, 3弾 性

の練習, 4振 動の練習, 5蛇 動の練習, 6跳 躍, 

各種ステッフoの練習などが上られている。 伊沢は

これ らを部分的な動きか ら全身的なものへ, そし

て総合的なものへ と発展 させ, 解説指導 している。

この 「学校ダンス」を踏 まえた基本運動の総仕上

げ及び応用 として, 作品集 「新学校ダンス」(昭

和29年 金子書房)を 執筆 している。 ここに紹介さ

れている作品については 「体育ダンス」 と同じく

作品の動 きの内容を基本運動別に分類し, それぞ

れの作品における動 きの構成要素 をみてみた。(表

3参 照)「 体育 ダンス」では, 振動運動が非常

に多くみられ, 緊張運動が極端に少ないという結

果 をみたが, この 「新学校ダンス」では, 緊張, 

解緊, 振動, 蛇動 ともほぼ平均的にみられ, バラ
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ンス, 倒, 重心

移動, ポーズに

ついても片寄 り

なくみることが

できる。総合的

な全身運動の習

得を目的 とする

作品集であるこ

とが, この運動

内容の充実度か

らもうかが える。

また構成上の特

色 として, フレ
ーズのシンメ ト

リカルなくり返

しがみられた。

これは殆 どの作

品にみられる傾

向であ り, この

あた りに体育ダ

ンスとしての伊

沢の主張が強 く打 ら出されているものと考える。

昭和39年 に出版 された 「図説体育ダンス」(新

思潮社)は 昭和6年 の 「体育ダンス」 と昭和11年

の 「体育ダンスと唱歌遊戯」の再発刊である。従

って内容は同じであるが使用されている参考写真

に少 しらがいがみられる。同じ場面の同じポーズ

であるにもかかわらず, 昭和39年 のものが極限ま

で身体を伸 し, 縮み, 曲げ, と動 きに張 りつめた

大 きさを感じさせ るものがある。 また, つま先, 

指先などの意識 も充分にゆきとどいている。対照

的に昭和6年 の ものは, ポーズが中庸 で不揃い, 
つま先, 指先などあまり注意は払われてはいない

が, そこはか となく, ゆった りと落 ら付いた雰囲

気が感 じ取れ る。 これら動 きの差異 も含め, 昭和

30年代の伊沢の作品や活動に少し変化がみられる。

この時期は戦後10年, 第一建設期を経て俄に高度

成長へ向けての第一歩 を踏み出す という時に当 り, 

体育界において も昭和33年(1958)第 三回アジア

大会をはじめ昭和39年(1964)東 京オ リンピック

などの国際大会が開催された。一・方国内的に も朝

日新聞社主催の日本体操祭などがこの頃よ り年々

盛大に催され るようになった。また, 各学校にお

いては運動会や体育祭が栄んにな り, 中で もマス

ゲームはそれ らの華 として注目されはじめ, 現場

の体育指導者は, 新 しい作品を求めてダンスの講習

会に多く参加するようになった。伊沢 も毎年夏に東

京, 大阪等で指導者向け講習会を開いてお り, そ

こで新しい作品を指導していた。(作 品一覧参照)

当然この時期の伊沢の作品には, マスゲームや手

具 を使 ったダンスが多 くみ られ, それらは先述の

アジア大会はじめ多 くの大会において発表され, 

成果を上げていた。伊沢の作品は広々とした空間

の もとで, 大 きく伸びやかに, そしてはつ らつ と

した動 きが中心に構成 され, 学生にもその動 きが

徹底指導 された。従 って先の参考写真にみる動 き

の差異は, これ らの状況が少なか らず影響してい

るものと思われる。

〈ま とめ 〉

年代を追 って伊沢の足跡 を作品と共にみてみた

が伊沢のダンス観 をいう場合, その視点が常に体

育に根 ざしていることをはっきりと踏まえておか

ねばならないと考 える。伊沢は, 体育ダンスと芸

術ダンスとを区別 してお り, 学校ダンスにあって

は体育本来の目的に向いその方向を見誤 らぬよう

にと強調 し, その体育的効果を上げるためのダン

ス として ドイツよ り学び帰った自然運動 をベース

にした身体運動を奨励 し, そして動ける身体をも

って順次, 表現に創作にと段階的に実践 されるべ

きであると主張 しっづけた。 これが伊沢のダンス

理念の中核であると見倣すことができよう。

(注1)伊 沢エイ 「体育舞踊」師範大学講座 体

育第九巻1936年1月 宮辺書店8頁

15行～9頁6行
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